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C －2 体型 別差異による皮膚温分布に関する研究

東京淳芸大　申庸 美智子,    大阪市歌田西中　o  大吉 由紀子

以 よｰ

目的 私連の皮膚温は体内の蓋庚調節やX 用衣服によ っマ快適に保たれマ, るヽ．皮膚温

に関i 贋牛体型にj: るものの報誌は和 力`り 捌口 ヽI差異（ 肺満型・痩 身型)  によるtt較の

報4ちはみられない． 仁 で伴訓 嵯 勤: よ る皮肩遺の分冲状浹につ いての痍酸 な 沁 八

比較穣討 £絨弁た，

方法　 肥満型体型^ 痩身･型体型の被験名に対I,  新海 いに ，ZO'O.   刃'C) およひM 衣
形 聴ヽ（厚 羞 ，薄着）itｲ 已丁竃　皮肩 風 衣服気張 衣服下湿度，発汗量厚り 測^i 行な

った．ま八寸－モクラゐ一によ') 同膳り支験i 試if. がーモク-ラム（皮膚温温度分布図）

による体 型別比較を.行なった．

こVらにを被験名に対し了　季節ごとに衣服傾向調査加

瀬 向 左調 べた

結集 体型別差事によ５皮肩 温分布に関 し,   次のよ ）な相違 が認力られた．

・一定の環追気温下に払 ヽてil. 痩身型 の方 が’皮膚湿 が高く, 笥･ 腰・上腕の節位にお

け る%  が勇溝7･ある.

・環境気温の変動に対L  ては，痩身^ の方お変ｲじの浅 合 が大きく, 痩身型り 巴満型Y  7-

は脊柚差や認力 られ5.

・着藍形篤･の変ｲいてよ る皮肩 温分碕 は徴蓋曜境 ほどそのχ累うり が･

また, 衣眼傾向調査の月 草ヵヽら床 肥漓型一 溥劃 痩身型一厚為に朗-O."フくイ喫向がみ

られた．


